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（ 上 式 中 、 Ｘ は Ｏ 、 Ｓ 、 ス ル ホ ニ ル ま た は ホ ス ホ ノ で あ り ； Ｘ 1  は 標 識 さ れ た も し く は 未
標 識 の 天 然 も し く は 合 成 ポ リ マ ー で あ る か ま た は 標 識 で あ り ； Ｙ 1  は 連 結 基 ま た は 結 合 で
あ り ； Ｘ 2  は 標 識 さ れ た も し く は 未 標 識 の 天 然 も し く は 合 成 ポ リ マ ー で あ る か ま た は 標 識
で あ り ； Ｙ 2  は 連 結 基 ま た は 結 合 で あ り ； Ａ 1  と Ａ 2 は 各 々 水 素 で あ る か 、 ま た は Ａ 1  と
Ａ 2  が 一 緒 に な っ て 単 結 合 を 形 成 し 、 Ｂ 1  と Ｂ 2  は 各 々 水 素 で あ る か 、 ま た は Ｂ 1  と Ｂ 2  
が 一 緒 に な っ て 単 結 合 を 形 成 し 、 Ｅ 1  と Ｅ 2  は 各 々 水 素 で あ る か 、 ま た は Ｅ 1  と Ｅ 2  が 一
緒 に な っ て 単 結 合 を 形 成 し 、 た だ し 、 Ａ 1  と Ａ 2  、 ま た は Ｂ 1  と Ｂ 2  、 ま た は Ｅ 1  と Ｅ 2  
の 少 な く と も １ つ が 各 々 水 素 で あ る ） を 有 す る 還 元 型 コ ル チ ゾ ー ル 接 合 体 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 Ｘ が Ｏ で あ り そ し て Ｘ 1  が ウ シ 血 清 ア ル ブ ミ ン で あ る 、 請 求 項 １ に 記
載 の 還 元 型 コ ル チ ゾ ー ル 接 合 体 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 Ｙ 1  が メ チ レ ン カ ル ボ ニ ル オ キ シ で あ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 還 元 型 コ
ル チ ゾ ー ル 接 合 体 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 Ｘ 2  が ペ ル オ キ シ ダ ー ゼ で あ り 、 そ し て Ｙ 2  が （ ４ － 〔 ２ ， ５ － ジ オ
キ ソ － ３ － ｛ （ ２ － エ チ ル カ ル ボ ニ ル ） ス ル フ ァ ニ ル ｝ テ ト ラ ヒ ド ロ － １ Ｈ － １ － ピ ロ リ
ル 〕 メ チ ル ） － １ － シ ク ロ ヘ キ サ ン カ ル ボ ニ ル で あ る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 還 元 型 コ ル チ ゾ
ー ル 接 合 体 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 水 性 組 成 物 中 の 請 求 項 １ に 記 載 の 還 元 型 コ ル チ ゾ ー ル 接 合 体 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 下 式
　 　 【 化 ２ 】
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（ 上 式 中 、 Ｘ は Ｏ 、 Ｓ 、 ス ル ホ ニ ル ま た は ホ ス ホ ノ で あ り ； Ｘ 1  は 標 識 さ れ た も し く は 未
標 識 の 天 然 も し く は 合 成 ポ リ マ ー で あ る か ま た は 標 識 で あ り ； Ｙ 1  は 連 結 基 ま た は 結 合 で
あ り ； Ｘ 2  は 標 識 さ れ た も し く は 未 標 識 の 天 然 も し く は 合 成 ポ リ マ ー で あ る か ま た は 標 識
で あ り ； Ｙ 2  は 連 結 基 ま た は 結 合 で あ り ； Ａ 1  と Ａ 2 は 各 々 水 素 で あ る か 、 ま た は Ａ 1  と
Ａ 2  が 一 緒 に な っ て 単 結 合 を 形 成 し 、 Ｂ 1  と Ｂ 2  は 各 々 水 素 で あ る か 、 ま た は Ｂ 1  と Ｂ 2  
が 一 緒 に な っ て 単 結 合 を 形 成 し 、 Ｅ 1  と Ｅ 2  は 各 々 水 素 で あ る か 、 ま た は Ｅ 1  と Ｅ 2  が 一
緒 に な っ て 単 結 合 を 形 成 し 、 た だ し Ａ 1  と Ａ 2  、 ま た は Ｂ 1  と Ｂ 2  、 ま た は Ｅ 1  と Ｅ 2  の
少 な く と も １ つ が 各 々 水 素 で あ る ）
を 有 す る 還 元 型 コ ル チ ゾ ー ル 接 合 体 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
下 式 の 化 合 物
　 　 【 化 ３ 】
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を 還 元 剤 と 反 応 さ せ る こ と を 含 ん で 成 る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 前 記 還 元 剤 が 水 素 化 ホ ウ 素 塩 で あ る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 Ｘ が Ｏ で あ り 、 Ｘ 1  が ウ シ 血 清 ア ル ブ ミ ン で あ り 、 そ し て Ｙ 1  が メ チ
レ ン カ ル ボ ニ ル オ キ シ で あ る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】 　 Ｘ 2  が ペ ル オ キ シ ダ ー ゼ で あ る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 　 Ｙ 2  が （ ４ － 〔 ２ ， ５ － ジ オ キ ソ － ３ － ｛ （ ２ － エ チ ル カ ル ボ ニ ル
） ス ル フ ァ ニ ル ｝ テ ト ラ ヒ ド ロ － １ Ｈ － １ － ピ ロ リ ル 〕 メ チ ル ） － １ － シ ク ロ ヘ キ サ ン カ
ル ボ ニ ル で あ り 、 そ し て Ｘ 2  が 西 洋 ワ サ ビ ペ ル オ キ シ ダ ー ゼ で あ る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 方
法 。
　 　 【 請 求 項 １ １ 】 　 下 式
　 　 【 化 ４ 】
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（ 上 式 中 、 Ｘ は Ｏ 、 Ｓ 、 ス ル ホ ニ ル ま た は ホ ス ホ ノ で あ り ； Ｘ 1  は 標 識 さ れ た も し く は 未
標 識 の 天 然 も し く は 合 成 ポ リ マ ー で あ る か ま た は 標 識 で あ り ； Ｙ 1  は 連 結 基 ま た は 結 合 で
あ り ； Ｘ 2  は 標 識 さ れ た も し く は 未 標 識 の 天 然 も し く は 合 成 ポ リ マ ー で あ る か ま た は 標 識
で あ り ； Ｙ 2  は 連 結 基 ま た は 結 合 で あ り ； Ａ 1  と Ａ 2 は 各 々 水 素 で あ る か 、 ま た は Ａ 1  と
Ａ 2  が 一 緒 に な っ て 単 結 合 を 形 成 し 、 Ｂ 1  と Ｂ 2  は 各 々 水 素 で あ る か 、 ま た は Ｂ 1  と Ｂ 2  
が 一 緒 に な っ て 単 結 合 を 形 成 し 、 Ｅ 1  と Ｅ 2  は 各 々 水 素 で あ る か 、 ま た は Ｅ 1  と Ｅ 2  が 一
緒 に な っ て 単 結 合 を 形 成 し 、 た だ し Ａ 1  と Ａ 2  、 ま た は Ｂ 1  と Ｂ 2  、 ま た は Ｅ 1  と Ｅ 2  の
少 な く と も １ つ が 各 々 水 素 で あ る ）
を 有 す る 還 元 型 コ ル チ ゾ ー ル 接 合 体 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
(i)下 式 の 化 合 物
　 　 【 化 ５ 】
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を 還 元 剤 と 反 応 さ せ 、 そ れ に よ り 化 合 物 Ｉ Ａ ま た は Ｉ Ｃ を 形 成 さ せ ； そ し て
(ii)場 合 に よ り 、 化 合 物 Ｉ Ａ ま た は Ｉ Ｃ を 第 一 の カ ッ プ リ ン グ 剤 と 反 応 さ せ て 、 下 式 の 化
合 物
　 　 【 化 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ 上 式 中 、 Ｇ 1  は カ ッ プ リ ン グ 基 で あ る ） を 形 成 さ せ ；
(iii)場 合 に よ り 、 Ｘ 2  を 第 二 の カ ッ プ リ ン グ 剤 と 反 応 さ せ て 、 Ｘ 2  － Ｇ 2  （ こ こ で Ｇ 2  
は カ ッ プ リ ン グ 基 Ｇ 1  と 共 に 共 有 結 合 を 形 成 す る こ と が で き る カ ッ プ リ ン グ 基 で あ り 、 そ
し て Ｇ 1  と Ｇ 2  は 同 じ で あ っ て も よ い ） を 形 成 さ せ ；
(iv)場 合 に よ り 、 化 合 物 Ｉ Ａ ま た は Ｉ Ｃ を Ｘ 2  － Ｇ 2  （ こ こ で Ｇ 2  は Ｘ 1  の 官 能 基 と 共 有
結 合 す る こ と が で き る ） と 反 応 さ せ て 、 還 元 型 コ ル チ ゾ ー ル 接 合 体 Ｉ Ｂ ま た は Ｉ Ｄ を 形 成
さ せ ；
(v)場 合 に よ り 、 化 合 物  IIIＡ ま た は  IIIＣ を Ｘ 2  （ こ こ で Ｇ 1  は Ｘ 2  の 官 能 基 と 共 有 結
合 す る こ と が で き る ） と 反 応 さ せ て 、 還 元 型 コ ル チ ゾ ー ル 接 合 体 Ｉ Ｂ ま た は Ｉ Ｄ を 形 成 さ
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せ ；
(vi)場 合 に よ り 、 化 合 物  IIIＡ ま た は  IIIＣ を Ｘ 2  － Ｇ 2  と 反 応 さ せ て 、 還 元 型 コ ル チ ゾ
ー ル 接 合 体 Ｉ Ｂ ま た は Ｉ Ｄ を 形 成 さ せ る と い う 各 段 階 を 含 ん で な る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ２ 】 　 Ｘ が Ｏ で あ り 、 そ し て Ｘ 1  が ウ シ 血 清 ア ル ブ ミ ン で あ る 、 請 求 項 １
１ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ３ 】 　 Ｙ 1  が メ チ レ ン カ ル ボ ニ ル オ キ シ で あ る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 方 法
。
　 　 【 請 求 項 １ ４ 】 　 Ｘ 2  が ペ ル オ キ シ ダ ー ゼ で あ り 、 第 一 の カ ッ プ リ ン グ 剤 が ４ － （ Ｎ
－ マ レ イ ミ ド メ チ ル ） シ ク ロ ヘ キ サ ン － １ － カ ル ボ ン 酸 Ｎ － ヒ ド ロ キ シ ス ク シ ン イ ミ ド エ
ス テ ル で あ り 、 そ し て 第 二 の カ ッ プ リ ン グ 剤 が Ｓ － ア セ チ ル チ オ 酢 酸 Ｎ － ヒ ド ロ キ シ ス ク
シ ン イ ミ ド エ ス テ ル で あ る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ５ 】 　 コ ル チ ゾ ー ル に つ い て の 競 合 ア ッ セ イ の 実 施 方 法 で あ っ て 、
Ａ ） コ ル チ ゾ ー ル を 含 む 疑 い の あ る 試 料 を
i)コ ル チ ゾ ー ル を 結 合 す る 固 定 化 さ れ た ま た は 固 定 化 可 能 な レ セ プ タ ー と 接 触 さ せ 、 そ れ
に よ り 固 定 化 さ れ た ま た は 固 定 化 可 能 な レ セ プ タ ー に 結 合 し た コ ル チ ゾ ー ル と 、 固 定 化 さ
れ た ま た は 固 定 化 可 能 な レ セ プ タ ー に 結 合 し な い コ ル チ ゾ ー ル と を 形 成 さ せ 、
ii)下 式
　 　 【 化 ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ 上 式 中 、 Ｘ は Ｏ 、 Ｓ 、 ス ル ホ ニ ル ま た は ホ ス ホ ノ で あ り ； Ｘ 1  は 標 識 さ れ た も し く は 未
標 識 の 天 然 も し く は 合 成 ポ リ マ ー で あ る か ま た は 標 識 で あ り ； Ｙ 1  は 連 結 基 ま た は 結 合 で
あ り ； Ｘ 2  は 標 識 さ れ た も し く は 未 標 識 の 天 然 も し く は 合 成 ポ リ マ ー で あ る か ま た は 標 識
で あ り ； Ｙ 2  は 連 結 基 ま た は 結 合 で あ り ； Ａ 1  と Ａ 2 は 各 々 水 素 で あ る か 、 ま た は Ａ 1  と
Ａ 2  が 一 緒 に な っ て 単 結 合 を 形 成 し 、 Ｂ 1  と Ｂ 2  は 各 々 水 素 で あ る か 、 ま た は Ｂ 1  と Ｂ 2  
が 一 緒 に な っ て 単 結 合 を 形 成 し 、 Ｅ 1  と Ｅ 2  は 各 々 水 素 で あ る か 、 ま た は Ｅ 1  と Ｅ 2  が 一
緒 に な っ て 単 結 合 を 形 成 し 、 た だ し Ａ 1  と Ａ 2  、 ま た は Ｂ 1  と Ｂ 2  、 ま た は Ｅ 1  と Ｅ 2  の
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少 な く と も １ つ が 各 々 水 素 で あ り 、 そ し て Ｘ 1  と Ｘ 2  の 少 な く と も １ つ が 標 識 さ れ た 天 然
も し く は 合 成 ポ リ マ ー で あ る か ま た は 標 識 で あ る ）
を 有 す る 還 元 型 コ ル チ ゾ ー ル 接 合 体 と 接 触 さ せ 、 そ れ に よ り 固 定 化 さ れ た ま た は 固 定 化 可
能 な レ セ プ タ ー に 結 合 し た 標 識 還 元 型 コ ル チ ゾ ー ル 接 合 体 と 、 固 定 化 さ れ た ま た は 固 定 化
可 能 な レ セ プ タ ー に 結 合 し な い 標 識 還 元 型 コ ル チ ゾ ー ル 接 合 体 と を 形 成 さ せ ； そ し て
Ｂ ） 試 料 中 の コ ル チ ゾ ー ル の 量 の 測 度 と し て 、 前 記 固 定 化 さ れ た ま た は 固 定 化 可 能 な レ セ
プ タ ー に 結 合 し た 標 識 還 元 型 コ ル チ ゾ ー ル 接 合 体 か 、 前 記 固 定 化 さ れ た ま た は 固 定 化 可 能
な レ セ プ タ ー に 結 合 し な い 標 識 還 元 型 コ ル チ ゾ ー ル 接 合 体 の い ず れ か を 検 出 す る
と い う 各 段 階 を 含 ん で 成 る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ６ 】 　 Ｘ が Ｏ で あ り 、 そ し て Ｘ 1  が ウ シ 血 清 ア ル ブ ミ ン で あ る 、 請 求 項 １
５ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ７ 】 　 Ｙ 1  が メ チ レ ン カ ル ボ ニ ル オ キ シ で あ り 、 そ し て Ｘ 2  が ペ ル オ キ シ
ダ ー ゼ で あ る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ８ 】 　 Ｙ 2  が （ ４ － 〔 ２ ， ５ － ジ オ キ ソ － ３ － ｛ （ ２ － エ チ ル カ ル ボ ニ ル
） ス ル フ ァ ニ ル ｝ テ ト ラ ヒ ド ロ － １ Ｈ － １ － ピ ロ リ ル 〕 メ チ ル ） － １ － シ ク ロ ヘ キ サ ン カ
ル ボ ニ ル で あ り 、 そ し て Ｘ 2 が 西 洋 ワ サ ビ ペ ル オ キ シ ダ ー ゼ で あ る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の
方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ９ 】 　 前 記 固 定 化 さ れ た ま た は 固 定 化 可 能 な レ セ プ タ ー に 結 合 し な い 標 識
還 元 型 コ ル チ ゾ ー ル 接 合 体 か ら 、 前 記 固 定 化 さ れ た ま た は 固 定 化 可 能 な レ セ プ タ ー に 結 合
し た 標 識 還 元 型 コ ル チ ゾ ー ル 接 合 体 を 分 離 す る こ と を 更 に 含 ん で 成 る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載
の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ ０ 】 　 コ ル チ ゾ ー ル に つ い て の 競 合 結 合 ア ッ セ イ の 実 施 方 法 で あ っ て 、 該
方 法 は
ａ ） 展 開 区 画 、
ｂ ） １ ま た は 複 数 の 試 薬 区 画 、
ｃ ） 支 持 体 、 並 び に
前 記 区 画 の １ 区 画 ま た は 複 数 区 画 に お い て 一 緒 に ま た は 別 々 に 、 コ ル チ ゾ ー ル を 結 合 す る
固 定 化 さ れ た レ セ プ タ ー 、 お よ び 場 合 に よ り 下 式
　 　 【 化 ８ 】
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（ 上 式 中 、 Ｘ は Ｏ 、 Ｓ 、 ス ル ホ ニ ル ま た は ホ ス ホ ノ で あ り ； Ｘ 1  は 標 識 さ れ た も し く は 未
標 識 の 天 然 も し く は 合 成 ポ リ マ ー で あ る か ま た は 標 識 で あ り ； Ｙ 1  は 連 結 基 ま た は 結 合 で
あ り ； Ｘ 2  は 標 識 さ れ た も し く は 未 標 識 の 天 然 も し く は 合 成 ポ リ マ ー で あ る か ま た は 標 識
で あ り ； Ｙ 2  は 連 結 基 ま た は 結 合 で あ り ； Ａ 1  と Ａ 2 は 各 々 水 素 で あ る か 、 ま た は Ａ 1  と
Ａ 2  が 一 緒 に な っ て 単 結 合 を 形 成 し 、 Ｂ 1  と Ｂ 2  は 各 々 水 素 で あ る か 、 ま た は Ｂ 1  と Ｂ 2  
が 一 緒 に な っ て 単 結 合 を 形 成 し 、 Ｅ 1  と Ｅ 2  は 各 々 水 素 で あ る か 、 ま た は Ｅ 1  と Ｅ 2  が 一
緒 に な っ て 単 結 合 を 形 成 し 、 た だ し Ａ 1  と Ａ 2  、 ま た は Ｂ 1  と Ｂ 2  、 ま た は Ｅ 1  と Ｅ 2  の
少 な く と も １ 組 が 各 々 水 素 で あ り 、 そ し て Ｘ 1  と Ｘ 2  の 少 な く と も １ つ が 標 識 さ れ た 天 然
も し く は 合 成 ポ リ マ ー で あ る か 、 ま た は 標 識 で あ る ）
を 有 す る 標 識 還 元 型 コ ル チ ゾ ー ル 接 合 体
を 含 ん で 成 る 乾 式 分 析 要 素 を 使 用 し 、
Ａ ） 前 記 乾 式 分 析 要 素 の 展 開 区 画 を
i)コ ル チ ゾ ー ル を 含 む 疑 い の あ る 試 料 と 接 触 さ せ 、 そ れ に よ り 固 定 化 さ れ た レ セ プ タ ー に
結 合 し た コ ル チ ゾ ー ル と 、 固 定 化 さ れ た レ セ プ タ ー に 結 合 し な い コ ル チ ゾ ー ル と を 形 成 さ
せ 、
ii)前 記 標 識 還 元 型 コ ル チ ゾ ー ル 接 合 体 が 乾 式 分 析 要 素 中 に 存 在 し な い 場 合 に は 、 そ の 標
識 還 元 型 コ ル チ ゾ ー ル 接 合 体 と 接 触 さ せ 、 そ れ に よ り 前 記 固 定 化 さ れ た レ セ プ タ ー に 結 合
し た 標 識 還 元 型 コ ル チ ゾ ー ル 接 合 体 と 、 前 記 固 定 化 さ れ た レ セ プ タ ー に 結 合 し な い 標 識 還
元 型 コ ル チ ゾ ー ル 接 合 体 と を 形 成 さ せ 、
Ｂ ） 試 料 中 の コ ル チ ゾ ー ル の 量 の 測 度 と し て 、 前 記 固 定 化 さ れ た レ セ プ タ ー に 結 合 し た 標
識 還 元 型 コ ル チ ゾ ー ル 接 合 体 か 、 前 記 固 定 化 さ れ た レ セ プ タ ー に 結 合 し な い 標 識 還 元 型 コ
ル チ ゾ ー ル 接 合 体 の い ず れ か を 検 出 す る
と い う 各 段 階 を 含 ん で 成 る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ １ 】 　 Ｘ が Ｏ で あ り 、 そ し て Ｘ 1  が ウ シ 血 清 ア ル ブ ミ ン で あ る 、 請 求 項 ２
０ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ ２ 】 　 Ｙ 1  が メ チ レ ン カ ル ボ ニ ル オ キ シ で あ る 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 方 法
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。
　 　 【 請 求 項 ２ ３ 】 　 Ｙ 2  が （ ４ － 〔 ２ ， ５ － ジ オ キ ソ － ３ － ｛ （ ２ － エ チ ル カ ル ボ ニ ル
） ス ル フ ァ ニ ル ｝ テ ト ラ ヒ ド ロ － １ Ｈ － １ － ピ ロ リ ル 〕 メ チ ル ） － １ － シ ク ロ ヘ キ サ ン カ
ル ボ ニ ル で あ り 、 そ し て Ｘ 2 が 西 洋 ワ サ ビ ペ ル オ キ シ ダ ー ゼ で あ る 、 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の
方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ ４ 】 　 前 記 固 定 化 さ れ た レ セ プ タ ー に 結 合 し な い 標 識 還 元 型 コ ル チ ゾ ー ル
接 合 体 か ら 、 前 記 固 定 化 さ れ た レ セ プ タ ー に 結 合 し た 標 識 還 元 型 コ ル チ ゾ ー ル 接 合 体 を 分
離 す る こ と を 更 に 含 ん で 成 る 、 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ ５ 】 　 抗 コ ル チ ゾ ー ル 抗 体 の 産 生 方 法 で あ っ て 、
Ａ ） 下 式
　 　 【 化 ９ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ 上 式 中 、 Ｘ は Ｏ 、 Ｓ 、 ス ル ホ ニ ル ま た は ホ ス ホ ノ で あ り ； Ｘ 1  は 標 識 さ れ た も し く は 未
標 識 の 天 然 も し く は 合 成 ポ リ マ ー で あ る か ま た は 標 識 で あ り ； Ｙ 1  は 連 結 基 ま た は 結 合 で
あ り ； Ｘ 2  は 標 識 さ れ た も し く は 未 標 識 の 天 然 も し く は 合 成 ポ リ マ ー で あ る か ま た は 標 識
で あ り ； Ｙ 2  は 連 結 基 ま た は 結 合 で あ り ； Ａ 1  と Ａ 2 は 各 々 水 素 で あ る か 、 ま た は Ａ 1  と
Ａ 2  が 一 緒 に な っ て 単 結 合 を 形 成 し 、 Ｂ 1  と Ｂ 2  は 各 々 水 素 で あ る か 、 ま た は Ｂ 1  と Ｂ 2  
が 一 緒 に な っ て 単 結 合 を 形 成 し 、 Ｅ 1  と Ｅ 2  は 各 々 水 素 で あ る か 、 ま た は Ｅ 1  と Ｅ 2  が 一
緒 に な っ て 単 結 合 を 形 成 し 、 た だ し Ａ 1  と Ａ 2  、 ま た は Ｂ 1  と Ｂ 2  、 ま た は Ｅ 1  と Ｅ 2  の
少 な く と も １ つ が 各 々 水 素 で あ る ）
を 有 す る 還 元 型 コ ル チ ゾ ー ル 接 合 体 を 用 い て 宿 主 動 物 を 免 疫 し 、 そ れ に よ り コ ル チ ゾ ー ル
を 結 合 す る 抗 体 を 産 生 さ せ ；
Ｂ ） 前 記 宿 主 動 物 の 血 清 ま た は 血 漿 か ら コ ル チ ゾ ー ル を 結 合 す る 抗 体 を 単 離 し ； ま た は
Ｃ ） 抗 体 産 生 細 胞 を 含 有 す る 脾 臓 、 リ ン パ 系 組 織 ま た は 他 の 組 織 を 取 り 出 し ；
Ｄ ） 前 記 抗 体 産 生 細 胞 を 取 り 出 し ；
Ｅ ） 前 記 抗 体 産 生 細 胞 か ら ハ イ ブ リ ド ー マ を 作 製 し ；
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Ｆ ） コ ル チ ゾ ー ル を 結 合 す る 抗 体 を 産 生 す る ハ イ ブ リ ド ー マ を 選 択 し ； そ し て
Ｇ ） コ ル チ ゾ ー ル を 結 合 す る 抗 体 を 単 離 す る
と い う 各 段 階 を 含 ん で 成 る 方 法 。
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